
さわやかな新緑の朝
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る木々が一体となり、水辺の景観を形成している。

第１４１号 ２０１８年５月
発行：萩ネットワーク協会
〒758-8555  山口県萩市大字江向 510  萩市役所広報課内
TEL 0838・25・3178　FAX 0838・26・5458
萩市ホームページ　http://www.city.hagi.lg.jp/

道の駅ゆとりパークたまがわ
ズームアップ　江口伊織（東京都）
萩大志館「東京遊学ツアー」
株式会社ネットケアサービス 金子竜二（萩市）
レストラン ダイニング松風（萩市）
連載 萩の産業遺産を歩く⑥

P2
P6
P7
P8
P9

P10

主 な 内 容

写真／原田洋子（椿東）



22018 年５月（第 141号）

萩
市
の
新
年
度
予
算

子
育
て
支
援
に
重
点

　

昨
年
３
月
の
市
長
選
で
初
当
選
し
た

藤
道
健
二
市
長
に
と
っ
て
初
の
本
格
的

な
予
算
。「
明
治
維
新
１
５
０
年
、
萩

市
の
再
生
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
す
る
予

算
」
と
位
置
づ
け
、
人
口
減
少
対
策
と

し
て
子
育
て
支
援
や
若
い
世
代
が
働
く

場
所
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
た
。
一
般

会
計
当
初
予
算
は
３
０
１
億
４
千
万
円
。

　

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
に
向
け
た
目

玉
事
業
と
し
て
、
乳
幼
児
・
子
ど
も
医

療
費
助
成
に
１
億
３
３
６
３
万
円
を
充

て
る
。
小
学
生
ま
で
だ
っ
た
医
療
費
自

己
負
担
の
補
助
を
、
所
得
制
限
付
き
で

高
校
生
ま
で
広
げ
る
。

　

市
役
所
本
庁
東
側
に
建
設
予
定
の

萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
費
に
、

11
億
６
５
４
４
万
円
を
計
上
。
来
年
６

月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
本
体
建
設
工

事
な
ど
を
行
う
。

　

萩
市
の
人
口
は
２
０
０
５
年
の
１
市

２
町
４
村
の
合
併
時
は
約
６
万
２
千

人
だ
っ
た
が
、
３
月
末
現
在
で
約

４
万
９
千
人
ま
で
に
減
少
し
、
高
齢
化

は
40
％
を
超
え
て
い
る
。
旧
郡
部
の
少

子
高
齢
化
は
さ
ら
に
加
速
し
、
小
中
学

校
の
統
廃
合
が
続
い
て
い
る
。

■
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
を
助
成

　

こ
れ
ま
で
所
得
制
限
付
き
で
小
学
６

年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
」
を
大
幅
に
見
直
し
、

今
年
８
月
か
ら
、
高
校
３
年
生
ま
で
拡

大
し
、
中
学
生
以
下
の
所
得
制
限
を
廃

止
す
る
な
ど
子
育
て
支
援
を
強
化
す
る
。

高
校
ま
で
の
医
療
費
助
成
を
し
て
い
る

の
は
、
山
口
県
内
で
は
阿
武
町
だ
け
。

　

子
ど
も
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
本
人

負
担
分
を
助
成
す
る
。
た
だ
し
、
１
医

療
機
関
あ
た
り
通
院
で
月
千
円
、
入
院

で
月
２
千
円
の
一
部
自
己
負
担
が
あ
る
。

高
校
生
へ
の
助
成
は
、
保
護
者
の
市
民

税
所
得
割
額
が
合
計
13
万
６
７
０
０

円
以
下
（
子
ど
も
２
人
の
世
帯
で
年

収
約
６
５
０
万
円
に
相
当
）
の
世
帯

が
対
象
。
対
象
と
な
る
小
学
・
中
学
・

高
校
生
を
約
３
５
０
０
人
と
見
込
み
、

６
０
６
８
万
円
を
計
上
し
た
。

　

ま
た
、未
就
学
児
を
対
象
に
し
た「
乳

幼
児
医
療
費
助
成
事
業
」
で
は
、
８

月
か
ら
保
護
者
の
所
得
制
限
を
廃
止

し
、
す
べ
て
の
乳
幼
児
の
医
療
費
で
本

人
負
担
は
ゼ
ロ
に
な
る
。
対
象
者
は
約

１
７
０
０
人
で
、
７
２
９
５
万
円
を
計

上
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
と
合
わ
せ
た

事
業
費
は
１
億
３
３
６
３
万
円
。

　

藤
道
市
長
は
「
子
育
て
支
援
は
、
地

域
社
会
全
体
に
と
っ
て
、
未
来
へ
の
投

資
だ
と
い
え
る
。
萩
市
で
子
ど
も
を
育

て
た
い
と
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
子

育
て
し
や
す
い
町
を
目
指
す
」
と
話
し

て
い
る
。

　

山
と
海
の
幸
が
豊
富
な
田
万
川
地
域

に
あ
り
、
萩
市
の
東
の
玄
関
口
と
し
て

地
元
産
の
農
林
水
産
物
や
特
産
品
の
販

売
な
ど
、
地
域
の
交
流
拠
点
と
な
っ
て

い
る
「
道
の
駅
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が

わ
」。
昨
年
７
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
が
始
ま
り
、
３
月
末
に
完
了
し
た
。

昨
年
末
に
「
特
産
直
売
店
」、
１
月
に

テ
ナ
ン
ト
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ダ
イ
ニ
ン

グ
松ま

つ
か
ぜ風

」
が
先
行
オ
ー
プ
ン
、
２
月
17

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

特
産
直
売
店
の
売
り
場
面
積
が
、
以

前
に
比
べ
1.4
倍
に
拡
大
、
鮮
魚
売
場
を

強
化
す
る
な
ど
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
新
し

た
。
平
山
台
果
樹
コ
ー
ナ
ー
、
定
置
網

活
魚
コ
ー
ナ
ー
、
東
洋
美
人
コ
ー
ナ
ー

を
三
本
柱
に
、
長
萩
和
牛
コ
ー
ナ
ー
、

水
産
加
工
品
、
地
元
野
菜
、
農
産
加
工

品
な
ど
地
元
の
豊
富
な
特
産
品
を
揃
え

て
い
る
。
近
く
に
は
田
万
川
温
泉
「
憩

い
の
湯
」、
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
も
あ
る
。

道
の
駅
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

■
原
支
配
人
「
地
域
振
興
に
役

立
ち
た
い
」

　
「
道
の
駅
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」

を
運
営
す
る
株
式
会
社
た
ま
が
わ
の
新

支
配
人
に
２
月
、
就
任
し
た
道
の
駅
・

駅
長
の
原
尚た

か
の
り

徳
さ
ん
（
58
歳
）
は
「
最

近
の
年
間
売
り
上
げ
は
２
億
２
千
万
円

く
ら
い
。
野
菜
の
品
数
が
ま
だ
少
な
い

し
、
農
水
産
物
の
加
工
品
に
も
力
を
入

れ
た
い
。
買
い
物
の
目
的
に
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
し
か
置
い
て
い

な
い
質
の
高
い
商
品
に
こ
だ
わ
っ
て
い

き
た
い
。
道
の
駅
と
し
て
、
萩
市
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
地
域
振

興
を
図
り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

支配人の原尚徳さん

右側に新設されたレストラン「ダイニング松風」

■
道
の
駅
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ

萩
市
大
字
下
田
万
２
８
４
９
―
１

営
業
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６

時定
休
日
／
第
３
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
火
曜
日
）

レ
ス
ト
ラ
ン　

午
前
11
時
～
午
後
７
時

（
定
休
日　

月
曜
日
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
３
８
７
・
２
・
１
１
５
０

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
オ
ー
プ
ン
、

年
間
来
場
者
数
は
約
20
万
人
。
農
産
加

工
場
製
造
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
萩
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
」
や
「
ゆ
ず
吉
ジ
ュ
ー
ス
」、

地
元
漁
師
が
届
け
る
新
鮮
な
魚
や
地
元

野
菜
が
人
気
。

定置網活魚コーナー
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相
談
窓
口
を
通
じ
た
萩
市
へ
の
移
住
世
帯
が

２
０
０
世
帯
に

　

萩
市
は
２
０
０
６
年
に
「
定
住
総
合

相
談
窓
口
」（
17
年
か
ら
「
萩
暮
ら
し

応
援
セ
ン
タ
ー
」
に
変
更
）
を
開
設
し
、

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
は
じ
め
と
し
た

移
住
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
毎
年

約
４
０
０
件
の
相
談
が
あ
り
、
過
去
５

年
で
は
年
間
に
13
～
31
世
帯
が
移
住
し

て
い
る
。

　

こ
の
相
談
窓
口
を
通
じ
た
移
住
世
帯

数
が
累
計
で
２
０
０
世
帯
と
な
り
、
３

月
26
日
、
２
０
０
世
帯
目
と
な
っ
た
防

府
市
出
身
の
手て

し
ま
み
の
る

嶋
穣
さ
ん
（
20
歳
、
上

小
川
）
に
記
念
品
を
贈
っ
た
。

　

手
嶋
さ
ん
は
、
３
月
に
山
口
県
立
農

業
大
学
校
（
防
府
市
）
を
卒
業
し
、
４

月
に
小
川
地
区
に
あ
る
農
事
組
合
法
人

「
日
の
出
」
に
就
職
し
た
。
農
業
大
学

校
で
は
温
州
ミ
カ
ン
な
ど
果
樹
を
中
心

と
し
た
研
究
に
取
り
組
み
、
農
事
組
合

法
人
で
は
水
稲
、
野
菜
な
ど
を
生
産
す

る
。

萩
暮
ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー

０
８
３
８
・
２
５
・
３
８
１
９

　
「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」
２
月
号
（
宝

島
社
発
行
）
に
お
い
て
、
２
０
１
８
年

版
第
６
回
日
本
「
住
み
た
い
田
舎
」
ベ

ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
た
。

　

同
誌
で
は
、
魅
力
的
な
移
住
先
を
探

る
た
め
、
全
国
の
市
町
村
を
対
象
に
独

自
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
移

住
支
援
策
、
自
然
の
豊
か
さ
、
医
療
、

仕
事
、
子
育
て
、
災
害
リ
ス
ク
、
移
住

者
数
な
ど
１
９
４
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
基
に
、
全
国
の
市
町
村
を
人
口

10
万
人
以
上
の
「
大
き
な
ま
ち
」
と

10
万
人
未
満
の
「
小
さ
な
ま
ち
」
に
分

け
て
計
８
部
門
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表

「
松
陰
先
生
の
こ
と
ば
」
朗
唱
文
（
下
）

［
５
年
生
］

誠ま
こ
と

は
天
の
道
な
り　

誠
を
思
う
は
人
の
道
な
り　

至し

せ

い誠
に
し
て

動
か
ざ
る
は　

未い
ま

だ
之こ

れ
あ
ら
ざ
る
な
り　

誠
な
ら
ず
し
て
未

だ
能よ

く
動
か
す
は
あ
ら
ざ
る
な
り

―
誠
と
い
う
も
の
は
人
の
つ
く
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
天
の
自
然
に
存
す
る
所
の
道

で
あ
る
。
こ
の
誠
と
い
う
も
の
に
心
づ
い
て
、
こ
れ
に
達
し
よ
う
、
こ
れ
を
得
よ
う

と
思
う
の
は
即
ち
人
の
人
た
る
道
で
あ
る
。
学
ん
で
こ
れ
を
知
り
、
つ
と
め
て
こ
れ

を
行
う
の
は
人
た
る
も
の
の
道
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
誠
の
至
極
せ
る
心
に
会
っ

て
は
、
何
物
も
感
動
さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
。
誠
と
い
う
も
の
は
す
べ
て
の
元
に

な
る
も
の
で
あ
る
。

［
６
年
生
］

体た
い

は
私

わ
た
く
しな
り　

心
は
公

お
お
や
けな
り　

私
を
役え

き

し
て
公
に
殉し

た
が

う
者
を
大た

い
じ
ん人
と
為な

し　

公
を
役
し
て
私
に
殉
う
者
を
小し

ょ
う
じ
ん人

と
為
す

―
人
間
は
精
神
（
心
）
と
肉
体
の
二
つ
を
備
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
心
は
肉
体
よ
り

も
神
（
神
性
）
に
近
い
が
、
肉
体
は
動
物
に
近
い
（
自
己
本
位
）。
こ
こ
で
は
、
精

神
を
公
と
よ
ん
で
主
人
と
し
、
肉
体
を
私
と
よ
び
、
従
者
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人

間
は
公
私
両
面
を
備
え
て
い
る
。
な
お
、
精
神
を
尊
重
す
る
の
は
、
良
心
を
備
え
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

主
人
た
る
心
の
た
め
に
従
者
た
る
肉
体
を
使
役
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
大
人

（
君
子
）
の
為
す
と
こ
ろ
。
こ
れ
に
反
し
、
従
者
た
る
肉
体
の
た
め
に
、
主
人
た
る

精
神
を
使
役
す
る
の
は
、
小
人
（
徳
の
な
い
人
）
の
為
す
と
こ
ろ
。
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
す
が
、
肉
体
（
私
）
を
使
役
し
て
、
徳
を
修
め
、
道
を
行
う
こ
と
に
心
が
け
る

者
は
大
人
、
反
対
に
、
道
心
、
天
理
（
公
）
を
犠
牲
に
し
て
肉
体
（
私
）
の
欲
望
を

満
足
す
る
事
を
目
的
と
す
る
も
の
は
小
人
。

萩
市
は「
住
み
た
い
田
舎
」ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

「
子
育
て
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
部
門
」で
25
位

□
萩
も
の
が
た
り
第
21
号

「
吉
田
松
陰　

人
と
こ
と
ば
」

関
厚
夫
（
産
経
新
聞
編
集
委
員
）

好
評
発
売
中（
累
計
１
万
２
千
部
発
行
）

５
１
０
円
（
税
込
）

申
込　

萩
も
の
が
た
り
事
務
局

０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
３
３

し
た
。

　

そ
の
結
果
、萩
市
は
小
さ
な
ま
ち「
総

合
部
門
」
で
36
位
に
、「
若
者
世
代
が

住
み
た
い
田
舎
部
門
」
で
27
位
、「
子

育
て
世
代
が
住
み
た
い
田
舎

部
門
」
で
25
位
と
な
っ
た
。

山
口
県
内
の
小
さ
な
ま
ち
、

13
市
町
の
う
ち
、
萩
市
の
み

が
ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
っ
た
。

　

藤
道
市
長
は
「
評
価
の
高

い
分
野
の
質
を
高
め
効
果
的

に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
評
価
の
低
い

分
野
を
創
意
工
夫
で
補
う
こ

と
に
よ
り
、
萩
市
の
魅
力
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
、
人
口
減
少
対
策

に
な
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　

小
さ
な
ま
ち
「
総
合
部
門
」
１
位
は

北ほ
く
と杜
市（
山
梨
県
）、２
位
豊ぶ
ん
ご
た
か
だ

後
高
田
市
、

３
位
臼う

す
き杵

市
（
い
ず
れ
も
大
分
県
）。

◁
田
舎
暮
ら
し
の
本
２
月
号

▷
左
か
ら
手
嶋
穣
さ
ん
、藤
道
萩
市
長
、農
事

組
合
法
人「
日
の
出
」代
表
の
橋
本
忠
男
さ
ん
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明
治
維
新
１
５
０
年
に
合
わ
せ
、

萩
城
下
町
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
大
幅
に
改
善

　

堀
内
地
区
と
平
安
古
地
区
を
結
ぶ
幹

線
道
路
「
今
魚
店
金
谷
線
」
を
山
口
県

が
整
備
し
、
既
に
開
通
し
て
い
る
１
期

区
間
約
７
０
０
ｍ
と
合
わ
せ
て
、
３
月

末
に
全
長
約
１
０
０
０
ｍ
が
開
通
し
た
。

　

１
期
区
間
は
菊
ヶ
浜
沿
い
の
県
立
萩

看
護
学
校
の
交
差
点
か
ら
春
日
神
社
近

く
の
平
安
古
・
城
東
橋
ま
で
。
残
り
の

２
期
区
間
は
２
０
１
０
年
か
ら
事
業
が

始
ま
り
用
地
買
収
な
ど
を
経
て
、
よ
う

や
く
萩
商
工
高
校
近
く
の
国
道
１
９
１

号
に
接
続
し
た
。

　

国
道
１
９
１
号
と
城
下
町
、
萩
博
物

館
を
直
結
す
る
道
路
が
完
成
し
、
観
光

客
な
ど
か
ら
道
が
分
か
り
に
く
い
と
言

わ
れ
て
い
た
、
萩
中
心
部
か
ら
萩
城
下

町
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
大
幅
に
改
善

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
萩
を
訪
れ

た
観
光
客
は
、
観
光
起

点
の
萩
・
明
倫
学
舎
や

外
国
人
に
人
気
の
県
立

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念

館
か
ら
、
萩
博
物
館
や

城
下
町
、
堀
内
伝
建
地

区
に
行
く
場
合
、
三
角

州
の
外
側
を
大
回
り
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

開
通
後
は
、
観
光
客

の
周
遊
性
が
高
ま
る
と

と
も
に
、
城
下
町
周
辺

の
住
民
に
と
っ
て
も
、

市
役
所
方
面
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
一

段
と
向
上
し
た
。

国道 191 号交差点（萩商工高付近）

新
山
口
駅　

４
月
か
ら「
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
」の
バ
ス
乗
り
場
が

南
口（
新
幹
線
口
）か
ら
北
口
に
変
更
、時
刻
表
も
変
更

　

Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
の
北
口
駅
前
広
場
が

完
成
し
、こ
れ
ま
で
北
口
（
在
来
線
口
）

と
南
口
（
新
幹
線
口
）
に
分
散
し
て
い

た
路
線
バ
ス
乗
り
場
が
北
口
東
側
ロ
ー

タ
リ
ー
に
集
約
さ
れ
た
。こ
れ
に
伴
い
、

４
月
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
」
の
時

刻
表
が
変
更
に
な
っ
た
。

　

バ
ス
乗
車
場
を
６
カ
所
、
降
車
場
を

２
カ
所
設
け
た
ほ
か
、
観
光
情
報
な
ど

を
発
信
す
る
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
や
県

内
産
の
食
材
を
使
っ
た
食
を
提
供
す
る

カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

■
運
行
区
間　

Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
～
萩
・

明
倫
セ
ン
タ
ー
（
萩
・
明
倫
学
舎
前
）

～
萩
バ
ス
セ
ン
タ
ー
～
Ｊ
Ｒ
東
萩
駅

■
所
要
時
間　

約
60
分
（
中
国
自
動
車

新幹線改札を出て右側、約 100 ｍの垂直庭園があ
る南北自由通路を通って北口へ

道
と
小
郡
萩
道
路
を
利
用
）

■
料
金　

大
人
１
５
５
０
円
、
小
児

７
８
０
円

２番乗場　萩方面　スーパーはぎ号

新山口駅
新幹線口

萩・明倫
センター

萩バス
センター 東萩駅

9：40 10：40 10：45 10：50

10：55 11：55 12：00 12：05

12：25 13：25 13：30 13：35

13：25 14：25 14：30 14：35

14：25 15：25 15：30 15：35

16：25 17：25 17：30 17：35

17：25 18：25 18：30 18：35

18：25 19：25 19：30 19：35

時刻表　
新山口⇒萩

東萩駅 萩バス
センター

萩・明倫
センター

新山口駅
新幹線口

8：10 8：17 8：22 9：25

10：10 10：17 10：22 11：25

12：15 12：22 12：27 13：30

13：10 13：17 13：22 14：25

13：50 13：57 14：02 15：05

14：50 14：57 15：02 16：05

16：15 16：22 16：27 17：30

18：00 18：07 18：12 19：15

萩⇒新山口
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４
月
か
ら
萩
市
ふ
る
さ
と
寄
付
返
礼
品
を
一
新
、

２
６
５
品
目
に
！

　

萩
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
市
外
在
住
で

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
に
対
し
て
、
感

謝
の
気
持
ち
と
し
て
市
の
特
産
品
を
お

送
り
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の

ふ
る
さ
と
寄
付
金
額
は
約
６
８
０
５
万

円
で
し
た
。

　

今
年
４
月
２
日
か
ら
、
ふ
る
さ
と
寄

付
を
通
じ
た
萩
市
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
の
た

め
、
新
た
に
10
段
階
の
寄
付
額
区
分
を

設
け
、
そ
れ
に
応
じ
た
お
礼
の
品
を
取

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
返
礼
品
数
を
平
成
29
年
度
取
扱

い
数
の
１
３
４
品
か
ら
、
２
６
５
品
と

大
幅
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
１
万
５
千
円
以
上

の
寄
付
に
対
し
一
律
の
お
礼
の
品
を
送

付
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
か

ら
は
、
１
万
円
か
ら
30
万
円
ま
で
の
10

段
階
の
寄
付
額
に
応
じ
た
お
礼
の
品
を

取
り
扱
う
こ
と
と
し
、
萩
の
豊
富
な
地

場
産
品
を
よ
り
一
層
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
取
扱
い
の
な
か
っ
た
地
酒

の
飲
み
比
べ
セ
ッ
ト
や
、
季
節
の
野
菜

や
果
物
等
を
毎
月
お
届
け
す
る
定
期
便

と
い
っ
た
、
多
種
多
様
な
返
礼
品
を
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。

・
寄
付
返
礼
品　

２
６
５
品
目

・
提
供
事
業
者
数　

萩
市
内
51
事
業
者

　

平
成
30
年
度
か
ら
は
、従
来
の
食
品
、

工
芸
品
等
の
返
礼
品
に
加
え
、
地
域
の

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
や
、

萩
の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
体
験
型
の
お

礼
の
品
の
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

・
課
題
解
決
型　

空
き
家
管
理
（
見
回

り
、
家
財
処
理
、
清
掃
等
）、
お
墓
の

清
掃
（
※
）

・
体
験
型　

萩
焼
手
び
ね
り
、
明
治
時

代
の
衣
装
着
付
け
・
人
力
車
で
城
下
町

巡
り
・
写
真
撮
影

※
萩
市
外
在
住
で
、
市
内
に
管
理
が
必

要
な
空
き
家
や
お
墓
を
お
持
ち
の
方
向

け
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■
お
申
込
・
ご
利
用
方
法

　

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」ま
た
は
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
、
メ
ー
ル
か
ら
お
申
し

込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
入
金
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済(

ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
受
付
分
の
み)
、
郵
便
振
込
、
口

座
振
込
、
現
金
書
留
、
窓
口
払
い
の
５

つ
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
入

金
確
認
後
、お
礼
の
品
を
発
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課

０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
２

巾着入り抹茶碗＝萩焼は、日用品から工芸品
まで、多様な96種類を用意しています

宿泊券（ペア１泊２食付）＝価格区分を拡大したこと
で、旅館宿泊券の取り扱いも始めました

■
寄
付
額
区
分
に
応
じ
た
返
礼
品

の
取
扱
い
に
つ
い
て

■
課
題
解
決
型
、
体
験
型
の
お
礼

の
品
を
新
た
に
追
加

映
画「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」主
演
俳
優

升ま
す
た
け
し
毅
さ
ん
が
萩
ふ
る
さ
と
大
使
に　

　

萩
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る

「
萩
ふ
る
さ
と
大
使
」
に
、
萩
市
を
舞

台
に
し
た
映
画
「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン

グ
」
で
主
演
を
務
め
た
俳
優
の
升
毅
さ

ん
（
62
歳
、
東
京
都
在
住
）
が
就
任
し

た
。
４
月
９
日
に
東
京
都
内
で
委
嘱
式

が
あ
り
、
藤
道
健
二
市
長
か
ら
委
嘱
状

と
大
使
の
名
刺
を
手
渡
し
た
。

　

映
画
「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」
は
、

若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
発
症
し

た
妻
八
重
子
を
、
が
ん
と
闘
い
な
が
ら

10
年
以
上
献
身
的
に
介
護
し
た
日
々
を

描
い
た
元
萩
市
教
育
長
の
陽
信
孝
さ
ん

の
手
記
が
原
作
。
２
０
１
６
年
10
月
か

ら
山
口
県
内
先
行
上
映
、
17
年
５
月
か

ら
全
国
公
開
、
１
０
０
館
以
上
の
ロ
ン

グ
ラ
ン
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
升
さ
ん
は
、

上
映
に
あ
た
り
東
京
都
内
、
山
口
県
内

な
ど
全
国
の
映
画
館
で
舞
台
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、
ま
た
、
昨
年
夏
に
は
日
本
テ

レ
ビ
系
の
旅
番
組「
遠
く
へ
行
き
た
い
」

で
萩
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

■
萩
の
魅
力
は
人
の
温
か
さ

　

委
嘱
式
で
藤
道
市
長
は
「
今
年
は
明

治
維
新
１
５
０
年
。
萩
市
の
情
報
発
信

に
お
力
添
え
を
願
い
た
い
」
と
話
し
た
。

　

升
さ
ん
は
「
す
ば
ら
し
い
映
画
に
関

わ
り
、
す
ば
ら
し
い
場
所
と
出
会
っ
て
、

本
当
に
う
れ
し
い
。
萩
の
一
番
の
魅
力

は
人
の
温
か
さ
。
萩
の
魅
力
を
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
で
き
る
限

り
の
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
る
。

■
萩
ふ
る
さ
と
大
使

・
萩
市
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
助
言
・
情

報
提
供
、
萩
市
の
産
業
・
歴
史
・
観
光

情
報
な
ど
の
情
報
発
信
な
ど
を
行
う
。

・
現
在
18
名
。
う
ち
萩
出
身
者
等
は
、

井
関
隆
行
（
萩
大
志
館
代
表
）、
梶
山

高
志
（
㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ
代
表
取
締

役
会
長
）、
き
た
だ
に
ひ
ろ
し
（
歌
手
）、

桐
木
憲
一
（
漫
画
家
）、佐
々
部
清
（
映

画
監
督
、
下
関
市
出
身
）、
田
子
み
ど

り
（
㈱
コ
ス
モ
ピ
ア
代
表
取
締
役
社

長
）、
中
野
勝
利
（
ト
ー
フ
レ
㈱
代
表

取
締
役
社
長
、
長
門
市
出
身
）、
山
本

和
智
（
作
曲
家
）
の
７
人
（
敬
称
略
）。
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昨
年
10
月
28
日
、
創
立
50
周
年
を
迎

え
た
東
京
指
月
会
が
東
京
丸
の
内
工
業

倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
す

れ
が
多
忙
を
極
め
る
中
、
利
他
の
心
で

尽
力
す
る
友
の
姿
を
前
に
、
文
武
両
道

を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
萩
高
時
代
、
全
力

で
駆
け
抜
け
た
一
生
懸
命
な
日
々
が
甦

り
ま
し
た
。

　

有
言
実
行
で
皆
を
先
導
し
て
く
れ
た

中
村
和
彦
君
の
「
み
ん
な
の
喜
ぶ
顔
が

見
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
で
え
え
ん
よ
」
と

い
う
言
葉
に
、
忘
れ
か
け
て
い
た
大
切

な
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
も
ら
え
た
気

が
し
ま
し
た
。
お
互
い
を
思
い
や
り
、

助
け
合
い
な
が
ら
成
し
遂
げ
た
後
の
心

地
よ
い
達
成
感
に
、
長
い
こ
と
放
っ
て

お
い
た
宿
題
を
や
っ
と
提
出
で
き
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
か
ら
中
学
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
萩
光
塩
学
院
で
の
日
々
も
と
も

に
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
こ
れ
ま
で

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
難
所
を
乗
り
越
え

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
恩
師
鶴
元
香
代
子

先
生
は
も
と
よ
り
、
自
分
と
い
う
小
さ

な
存
在
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
止
め
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
と
、
一
人
ひ
と
り
の

個
性
を
認
め
、
各
々
の
気
質
を
良
い
方

向
に
伸
ば
し
て
く
だ
さ
る
光
塩
学
院
の

教
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。
母
校
の
益
々
の
発
展
を

祈
念
し
つ
つ
、
世
の
光
、
地
の
塩
と
な

れ
る
よ
う
、
心
の
鏡
を
磨
き
つ
つ
精
進

し
て
ま
い
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
分
は
現

在
、
公
益
財
団
法
人
熊
谷
美
術
館
の
理

事
長
と
し
て
、
国
指
定
重
要
文
化
財
熊

谷
家
住
宅
の
管
理
運
営
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
近
年
、
全
国
的
に
文
化
財
の
保

存
活
用
が
謳う
た

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
重

文
熊
谷
家
住
宅
も
こ
れ
ま
で
、
茶
会
、

花
会
、
音
楽
会
、
講
演
会
な
ど
、
皆
様

に
お
力
添
え
、
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
先
人
達
を
敬
い
、
古
き
良
き

も
の
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
よ

り
良
い
未
来
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
と
文
化
財
は
私
達
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
お
力
と
共
に

日
本
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に
継

承
し
て
い
け
る
よ
う
尽
力
い
た
し
ま
す
。

　

熊
谷
家
は
江
戸
時
代
か
ら
代
々
長
州

藩
の
御
用
商
人
を
務
め
、１
９
６
５（
昭

和
40
）
年
開
館
の
美
術
館
に
は
、
歴

代
当
主
が
収
集
し
た
美
術
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
文
化
愛
好
家
で

あ
っ
た
四
代
に
シ
ー
ボ
ル
ト
よ
り
贈
ら

れ
た
ピ
ア
ノ
は
、
現
存
す
る
日
本
最
古

の
ピ
ア
ノ
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
家
は
茶
道
表
千
家
と
の
関
わ
り

も
深
く
、
本
年
２
月
の
お
家
元
の
御
襲

名
を
祝
し
、
現
在
は
今
ま
で
非
公
開

だ
っ
た
利
休
の
書
な
ど
も
展
示
し
て
い

ま
す
。
明
治
維
新
１
５
０
年
を
記
念
し
、

当
家
と
親
交
の
深
か
っ
た
貴
人
の
書
も

展
観
中
で
す
。
ご
帰
省
の
際
は
、
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
け
る
と
幸
せ
ま
す
。
受

付
で
お
声
か
け
く
だ
さ
り
、
自
分
が
居

り
ま
し
た
ら
、
お
茶
の
一
服
で
も
差
し

上
げ
た
く
、
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り

公
益
財
団
法
人
熊く

ま
や谷

美
術
館
　
理
事
長

（
萩
市
出
身
、
東
京
都
在
住
、
萩
高
校

昭
和
62
年
卒
、
49
歳
）

江え
ぐ
ち口 

伊い
お
り織

さ
ん

東
京
指
月
会
50
周
年
記
念
大
会

を
終
え
て

重
文
熊
谷
家
、
そ
し
て
熊
谷
美

術
館
と
共
に

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
６
９（
昭
和
44
）年
、
萩
市
生
ま

れ
。
萩
光
塩
学
院
小
学
校
、
同
中
学
校
、

萩
高
校
87
（
昭
和
62
）
年
卒
業
（
39
期
）。

　

玉
川
大
学
文
学
部
教
職
課
程
91
年
卒

業
、
同
大
学
芸
術
学
部
学
芸
員
課
程
修

了
。（
株
）
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

入
社
、
同
社
美
術
館
勤
務

　
（
公
財
）熊
谷
美
術
館
理
事
長
２
０
１

６
年
就
任
、
茶
道
表
千
家
、
男
子
二
人

の
母

■
（
公
財
）
熊
谷
美
術
館
・
国
指
定
重

要
文
化
財
熊
谷
家
住
宅

萩
市
今
魚
店
町
47
番
地　

０
８
３
８
・
２
２
・
７
５
４
７

休
館
日　

月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
祭
日

は
開
館
、
翌
平
日
休
館
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

江口伊織さん

祖母熊谷愛子と主屋
にて（篠山紀信撮影）

熊谷美術館

べ
き
半
世
紀
の
年
の
引
き
受
け
と
い
う

大
役
を
任
さ
れ
た
私
達
39
期
は
、
当
初
、

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
諸
先
輩
方
の
お
力

添
え
の
下
、
藤
村
毅
君
を
代
表
と
す
る

同
期
で
、
文
化
祭
さ
な
が
ら
準
備
に
勤

し
み
ま
し
た
。
仕
事
に
家
庭
に
そ
れ
ぞ

世
の
光
、
地
の
塩
と
な
ろ
う
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の
ツ
ア
ー
で
萩
の
良
さ
が
わ
か
り
、
ふ

る
さ
と
萩
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
」、「
一
度
都
会
に
住
ん
で
、
ま
た

萩
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ

る
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
あ
り
、
参
加
生
徒
た
ち
に
な
ん
ら
か

の
「
心
の
発
動
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

『
萩
支
民
』
を
育
て
た
い

　

萩
大
志
館
の
井
関
隆
行
代
表
は
企
画

意
図
に
つ
い
て
「
高
校
受
験
を
前
に
、

都
会
の
す
ご
さ
と
萩
の
す
ご
さ
を
同
時

に
知
る
こ
と
で
、
人
生
の
選
択
肢
を
増

や
せ
る
機
会
。
同
じ
萩
出
身
の
大
人
達

か
ら
受
け
た
刺
激
を
き
っ
か
け
に
、
自

ら
の
夢
・
才
能
を
開
花
さ
せ
て
ほ
し
い
」

　

３
月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
の
１

泊
２
日
で
、
萩
市
内
の
中
学
２
年
生
６

人
が
、
東
京
で
働
く
萩
市
出
身
者
の
企

業
５
社
を
Ｏ
Ｂ
訪
問
し
、
東
京
で
働
く

リ
ア
ル
な
世
界
に
触
れ
、
故
郷
萩
を
外

か
ら
見
る
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
東
京
遊
学
ツ
ア
ー
」
は
、
首

都
圏
で
暮
ら
す
萩
出
身
者
等
で
構
成
さ

れ
る
「
一
般
社
団
法
人
萩
大
志
館
」（
代

表
理
事 

井
関
隆
行
）
と
、
萩
市
に
本

店
を
置
く
旅
行
会
社
㈱
エ
ヌ
・
テ
ィ
ー
・

エ
ー
旅
行
（
代
表
取
締
役 

阿
川
仁
海
）

り
の
経
費
は
全
て
萩
大
志
館
の
寄
付
金

で
賄
わ
れ
、
当
日
は
萩
出
身
者
が
協
力

し
て
参
加
生
徒
た
ち
を
ア
テ
ン
ド
、
夜

に
は
30
～
70
代
の
出
身
者
が
歓
迎
会
を

開
催
。
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

都
会
で
生
き
る
か

故
郷
で
生
き
る
か

　

帰
萩
し
て
同
月
30
日
に
は
、
６
人
の

参
加
者
の
う
ち
４
人
が
参
加
し
て
「
振

り
返
り
会
」
も
行
わ
れ
、
何
を
感
じ
て
、

ど
う
い
っ
た
心
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、

感
想
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
「
萩
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
勉
強
に

励
み
ま
す
」、「
都
会
で
生
き
る
か
萩
で

生
き
る
か
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回

が
共
同
で
企
画
・
実
施
し
た
も
の
で
す
。

市
内
中
学
２
年
生
全
員
に
学
校
を
通
じ

て
募
集
チ
ラ
シ
を
配
付
し
た
と
こ
ろ
22

人
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
に
よ
り
女
子

生
徒
５
人
、
男
子
生
徒
１
人
の
計
６
人

が
ツ
ア
ー
に
参
加
。
携
帯
電
話
会
社
、

商
社
、
食
品
会
社
な
ど
５
社
を
訪
問
。

松
陰
神
社
も
参
拝
し
ま
し
た
。

参
加
費
２
千
円
。

出
身
者
が
受
入
れ

　

ツ
ア
ー
の
参
加
費
は
２
千
円
で
、
残

萩
大
志
館
の
企
画
事
業

萩
の
中
学
２
年
生
が「
東
京
遊
学
ツ
ア
ー
」

萩
出
身
者
の
企
業
５
社
を
Ｏ
Ｂ
訪
問
、

旅
費
は
萩
出
身
者
が
支
援

　

萩
大
志
館
で
は
今
後
も
、
民
間
な
ら

で
は
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
る
こ

と
で
公
教
育
を
補
完
し
、
萩
の
子
供
の

教
育
環
境
を
補
強
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
同
法
人
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
萩
大
志
館
」
で
検
索
）
で
は
、

事
業
創
出
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
毎

月
５
０
０
円
か
ら
寄
付
で
き
る
「
マ
ン

ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
萩
大
志
館

　

民
間
の
萩
出
身
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
支
援
団

体
。
２
０
０
６
年
か
ら
活
動
開
始
、
17

年
10
月
に
一
般
社
団
法
人
化
。
幹
部
に

は
東
京
指
月
会
の
鹿
野
俊
二
氏
ら
。

企業訪問　roar 社（濱中三朗さん）
世界を舞台に生きる。眼差しの奥に感じた、ふるさとへの想い。

企業訪問　ROBOT COMMUNICATIONS 社（古谷憲史さん）
東京の最先端、そこにいたのは同じ萩生まれの先輩。

萩
の
先
輩
方
に
よ
る
歓
迎
会

東
京
に
も
あ
っ
た
か
い
萩
の
家

族
が
あ
り
ま
し
た
。

と
語
り
ま
す
。

　

加
え
て
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
が
、
ふ
る
さ
と
と

の
距
離
・
関
わ
り
方

を
大
き
く
変
え
ま
し

た
。
私
た
ち
は
萩
を

離
れ
て
も
、
萩
と
常

時
接
続
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
が
で
き

ま
す
。
ど
こ
で
生
き

よ
う
と
も
、
そ
の
時

代
の
手
段
・
技
術
を

駆
使
し
て
萩
を
支
え

る
人
材
『
萩
支
民
』

が
育
つ
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と
話
し

て
い
ま
す
。
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会
社
ネ
ッ
ト
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
設
立
し

た
ば
か
り
で
、
私
は
そ
の
ま
ま
ネ
ッ
ト

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
に
出
向
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
約
20
年
、
現
在
で
は
取
締
役

ま
で
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ｗ
ｉ
ｎ 

ｗ
ｉ
ｎ

　

萩
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を

考
え
た
の
は
、
帰
省
し
た
と
き
集
ま
っ

た
同
級
生
に
「
萩
市
に
は
Ｉ
Ｔ
企
業
が

な
い
。
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
か
ら
。
ち
ょ
う
ど
Ｉ
Ｔ
業
界
で
は

中
小
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
残
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
入
り
、
そ

れ
は
東
京
で
は
な
く
田
舎
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

国
内
の
人
口
減
少
と
と
も
に
労
働
力

の
確
保
が
難
し
い
時
代
と
な
り
、
都
市

部
で
雇
用
す
る
と
賃
金
が
割
高
に
な
り
、

対
し
て
経
済
が
縮
小
し
て
い
る
田
舎
で

は
、
労
働
力
不
足
で
も
賃
金
を
上
げ
る

こ
と
は
難
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
な

ら
ば
、
田
舎
で
プ
ロ
グ
ラ
マ
を
育
て
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
田
舎
の
平
均
賃
金
以
上
で

雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
我
々
の

よ
う
な
中
小
Ｉ
Ｔ
企
業
に
も
人
材
確
保

と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
の
両
面
で
助
か
り
、

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
で
す
。

萩
で
最
先
端

　

現
在
、
萩
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は

業
務
を
開
始
し
て
２
年
目
を
迎
え
、
計

画
ど
お
り
か
、
若
し
く
は
そ
れ
以
上
の

ペ
ー
ス
で
人
材
育
成
を
施
し
、
雇
用
を

　

２
０
１
６
年
、
萩
市
椿
東
に
開
設
さ

れ
た
株
式
会
社
ネ
ッ
ト
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

の
萩
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
。
大
阪
に

本
社
を
構
え
る
ネ
ッ
ト
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

は
工
業
系
（
半
導
体
、液
晶
、ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
な
ど
）
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
・
構
築
・
保
守
な

ど
の
事
業
を
手
が
け
、
萩
テ
ク
ニ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
で
は
主
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
を
し
て
い
ま
す
。

た
。
そ
ん
な
私
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
歩
み
始
め
た
の
は
旧

Ｎ
Ｅ
Ｃ
山
口
に
就
職
し
て
か
ら
。
大
学

時
代
、
ほ
と
ん
ど
学
び
も
せ
ず
、
パ
ソ

コ
ン
と
い
え
ば
ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム
を
す
る

く
ら
い
だ
っ
た
私
で
し
た
が
、
計
画
部

（
シ
ス
テ
ム
）
配
属
と
な
り
、
知
識
が

全
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
配
属
先
は
、
最

新
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

使
っ
て
い
た
の
で
、
誰
も
が
ゼ
ロ
か
ら

勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
環
境
だ
っ
た

の
は
幸
運
で
し
た
。
そ
う
し
て
22
歳
か

ら
27
歳
ま
で
は
フ
ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
工
場
の
生
産
制
御
シ
ス
テ
ム
開
発
な

ど
を
手
が
け
ま
し
た
。

退
職
希
望

　

27
歳
に
な
り
、
退
職
を
申
し
出
た
と

こ
ろ
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
本
社
側
に
出
向
が
決
ま

り
、
半
導
体
情
報
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー

に
配
属
さ
れ
、
半
導
体
生
産
制
御
シ
ス

テ
ム
の
イ
ン
フ
ラ
設
計
業
務
に
従
事
し

ま
す
。
大
き
な
仕
事
で
い
え
ば
、
中
国

の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
設
計
な
ど
も
あ
り
、
や
り
が
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
転
職
し
た
い
気
持
ち
は

消
え
ず
、
29
歳
の
と
き
に
退
職
願
い
を

出
し
た
と
こ
ろ
、
取
引
会
社
で
あ
る
㈱

ア
ル
ダ
ッ
ク
を
薦
め
ら
れ
ま
し
た
。
当

時
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
転
職
す
る
社
員
に
も
優

し
く
、
温
か
く
送
り
出
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

そ
う
し
て
転
職
し
た
ア
ル
ダ
ッ
ク
で

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
門
を
受
け
持
つ
子

　

そ
の
ネ
ッ
ト
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
取
締
役

で
あ
り
、
萩
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
設

立
に
尽
力
さ
れ
た
萩
市
出
身
の
金
子
竜

二
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

　

少
年
時
代
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
体
を
動

か
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
な
少
年
で
し

た
。
ま
た
、
今
の
仕
事
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
壊

れ
た
家
電
を
分
解
す
る
の
も
好
き
で
し

株
式
会
社
ネ
ッ
ト
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス 

取
締
役
兼
営
業
部
長

増
や
し
て
い
ま
す
。
決
し
て
大
規
模
な

も
の
で
は
な
い
で
す
が
、
山
口
県
内
で

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
て
い
る

企
業
で
人
員
を
着
実
に
増
や
せ
て
い
る

の
は
弊
社
を
含
め
数
社
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
本
年
度
も
昨
年
同
様
に
地
元
萩

商
工
高
校
か
ら
の
新
卒
採
用
も
し
ま
し

た
。

　

こ
の
業
界
は
学
歴
に
関
係
せ
ず
や
っ

て
い
け
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
、
取
得

資
格
に
よ
り
首
都
圏
の
人
材
と
同
じ
評

価
を
し
て
も
ら
え
る
事
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
萩
テ
ク
ニ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
で
は
Ｉ
Ｔ
試
験
を
受
験
で
き
る

よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
Ｉ
Ｔ

教
育
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
も
考
え
て
お
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
で
距
離
を
な
く
し
、

萩
か
ら
最
先
端
で
活
躍
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
マ
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
輩
出
し
、
地
元

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
株
式
会
社
ネ
ッ
ト
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

・
本
社　

〒
５
３
５
︲
０
０
２
１

大
阪
府
大
阪
市
旭
区
清
水
５
︲
13
︲
16

設
立 

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
９
月

資
本
金　

４
千
万
円

・
萩
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

〒
７
５
８
︲
０
０
１
１　

萩
市
椿
東

２
２
９
０
︲
１

■
金
子
竜
二
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

椿
東
上
野
出
身
、
萩
高
校
昭
和
63
年
卒

（
40
期
）、
福
岡
工
業
大
学
卒
業
後
、
大

手
電
機
メ
ー
カ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
技
術
者
と

し
て
活
躍
。

金
子 

竜り
ゅ
う
じ二  

さ
ん
（
48
歳
）

金子竜二さん

萩テクニカルセンター

萩
か
ら
最
先
端
で
活
躍
で
き
る
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を

育
て
た
い
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今
年
１
月
11
日
、「
道
の
駅
ゆ
と
り

パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ダ
イ
ニ
ン
グ
松
風
。
自
然
豊
か
な
萩
で

獲
れ
る
優
良
な
素
材
を
敢
え
て
和
洋
食

の
定
番
料
理
に
し
て
提
供
さ
れ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
す
。

Ｕ
タ
ー
ン
後
に
「
レ
ス
ト
ラ
ン
ま

つ
お
か
」
を
開
業
、
人
気
店
に

　

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
は
同
じ
く
田
万
川

に
「
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
つ
お
か
」
を
構
え

る
松
岡
洋よ

う
す
け

祐
さ
ん
（
40
歳
）。
松
岡
さ

ん
は
20
歳
か
ら
京
都
の
新
阪
急
ホ
テ
ル

で
５
年
間
ほ
ど
洋
食
調
理
を
学
び
、
そ

の
後
、
京
都
の
創
作
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト

ラ
ン
で
５
年
間
勤
め
ま
し
た
。

　

30
歳
の
と
き
に
、
家
業
で
あ
る
明
治

創
業
の
旅
館
「
小こ

も
ろ
や

室
屋
」（
江
﨑
）
を

継
ぐ
こ
と
を
決
め
、
帰
郷
、
老
朽
化
が

進
ん
だ
旅
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
と
も

に
９
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
「
レ

ス
ト
ラ
ン
ま
つ
お
か
」
で
す
。
そ
の
後
、

松
岡
さ
ん
の
料
理
を
求
め
て
地
元
だ
け

で
な
く
遠
方
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
訪
れ

る
人
気
店
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
蓄
積
し
て
き
た
デ
ー
タ
を
基
に
、

２
号
店
と
し
て
出
店
し
た
の
が
「
ダ
イ

ニ
ン
グ
松
風
」
で
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
４

カ
月
、
既
に
１
号
店
以
上
の
勢
い
で
人

気
店
と
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
メ
ニ
ュ
ー
は
丼
も
の

　

メ
ニ
ュ
ー
の
方
は
と
い
う
と
、
行
き

交
う
人
が
訪
れ
る
道
の
駅
と
い
う
こ
と

で
、「
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
つ
お
か
」
と
差

別
化
を
図
り
、
基
本
、
時
間
を
要
さ
な

い
も
の
ば
か
り
。
長
州
鶏
の
親
子
丼
、

む
つ
み
豚
の
カ
ツ
丼
、
牛
す
じ
丼
、
海

鮮
丼
と
地
元
食
材
を
使
っ
た
丼
シ
リ
ー

ズ
の
中
で
も
、
人
気
で
オ
ス
ス
メ
な
の

が
ミ
ニ
長
州
鶏
の
焼
き
鳥
丼
、
ミ
ニ
む

つ
み
豚
の
生
姜
焼
き
丼
、
ミ
ニ
海
鮮
丼

の
３
種
類
の
丼
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
三

種
丼
で
す
。

　

ま
た
定
食
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
見
蘭
牛

の
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食
、
地
元
で
揚
げ
ら

れ
る
鮮
魚
を
使
っ
た
お
刺
身
定
食
、
長

州
鶏
の
か
ら
揚
げ
定
食
、
む
つ
み
豚
の

生
姜
焼
き
定
食
、
同
じ
く
む
つ
み
豚
の

ト
ン
カ
ツ
定
食
と
地
元
ブ
ラ
ン
ド
食
材

押
し
の
定
食
が
ズ
ラ
リ
。

　

そ
の
他
、
極
上
の
黒
毛
和
牛
「
長
萩

和
牛
」
の
鉄
板
焼
き
、
刺
身
、
天
ぷ
ら

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
自
慢
の
松

風
膳
や
海
の
幸
、
山
の
幸
の
旬
を
存
分

に
楽
し
め
る
旬
菜
弁
当
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
リ
ッ
チ
に
楽
し
み
た
い
方
向
け
の
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
オ
ム
ラ

イ
ス
、
カ
レ
ー
と
定
番
料
理
や
お
子
様

ラ
ン
チ
ま
で
も
逸
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
県
内
で
提
供
し
て
い
る
お

店
は
僅
か
と
い
わ
れ
る
、
ク
レ
ミ
ア
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
デ
ィ
ッ
ピ
ン
ド
ッ
ツ

と
い
う
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
提
供
し
、
そ
れ
を
目
当
て
に
訪
れ
る

方
も
お
ら
れ
る
ほ
ど
。
更
に
は
、
不
定

期
で
す
が
、
バ
イ
キ
ン
グ
デ
ー
も
設
け
、

運
転
の
休
憩
に
訪
れ
る
方
や
観
光
客
だ

け
で
な
く
、
地
元
の
人
に
も
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
「
道
の
駅
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」

で
〝
ザ
・
萩
食
材
〟
を
気
軽
に
堪
能
で

き
る
特
別
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

■
ダ
イ
ニ
ン
グ
松
風

〒
７
５
９
︲
３
１
１
２　

萩
市
大
字
下

田
万
２
８
４
９
︲
１　

道
の
駅
ゆ
と
り

パ
ー
ク
た
ま
が
わ
内

営
業
時
間
／
11
時
～
19
時

定
休
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
営

業
、
翌
火
曜
日
が
休
み
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
３
８
７
︲
２
︲
１
１
８
０

■
松
岡
洋
祐
さ
ん　

多
磨
小
、
田
万
川
中
学
校
、
益
田
高
校

卒
業

ダイニング松
まつかぜ
風

シリーズ　くちこみグルメ

道の駅ゆとりパークたまがわ内

オーナーシェフの松岡洋祐さん

三種丼　1200 円

松風膳　2500 円

4 人テーブル 5、2 人テーブル 4 など 37 席の店内
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こ
の
よ
う
に
、
と
て
も
判
断
が
難

し
い
状
況
で
あ
る
が
、『
も
り
の
し
げ

り
』（
時
山
弥
八
著
）
に
は
辛
う
じ
て
、

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
「
大
砲
鋳

造
方
」
を
設
置
し
た
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
大
砲
鋳
造
方
は
、
萩
の
ほ
か
、

吉よ
し
き
ぐ
ん
す
ぜ
ん
じ
む
ら

敷
郡
鋳
銭
司
村
、
同
郡
今い

ま
じ
ゅ
く宿

村
、

小お
ご
お
り
ふ
く
だ

郡
福
田
（
以
上
、
山
口
市
）
の
三
ヵ

所
に
も
設
置
さ
れ
た
と
い
う
。
文
久
三

年
と
い
え
ば
、
長
州
藩
が
下
関
海
峡
で

攘
夷
実
行
を
し
た
年
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
お
そ
ら
く
萩
の
松
本
と
青
海
の
両

郡
司
鋳
造
所
で
は
大
砲
生
産
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ー
に
無
理
が
生
じ
た
た
め
、
別

途
新
規
に
沖
原
や
鋳
銭
司
、
今
宿
、
福

田
に
も
大
砲
鋳
造
所
を
開
設
し
た
の
で

は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。

　

沖
原
鋳
造
方
の
開
設
の
経
緯
は
今
一

つ
す
っ
き
り
し
な
い
状
況
だ
が
、
当
時

ど
の
よ
う
な
設
備
を
有
し
て
い
た
か
を

知
る
手
が
か
り
は
い
く
つ
か
残
っ
て
い

る
。
ま
ず
、
跡
地
を
訪
ね
て
み
た
感
触

で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現

在
は
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
施
設
が
あ
っ

た
の
か
、
ほ
と
ん
ど
見
当
が
つ
か
な

い
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
か
つ
て
大
砲
の

鋳い
こ
み
ば

込
場
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る

　

沖
お
き
ば
ら
ち
ゅ
う
ぞ
う
か
た
あ
と

原
鋳
造
方
跡
は
、
萩
市
を
流
れ
る

阿
武
川
沿
い
、
国
道
二
六
二
号
線
南
側

の
萩
市
椿
沖
原
に
所
在
す
る
。「
鋳
造

方
址あ

と

」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
ひ
っ
そ
り

と
建
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
沖
原
と
い

う
バ
ス
停
留
所
が
目
印
と
な
る
。
す
で

に
当
時
の
面
影
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、

こ
こ
に
は
か
つ
て
、
松
本
の
郡
司
鋳
造

所
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
規
模
の
大
砲

鋳
造
所
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、『
萩
市
史
』
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
文
献
に
は
、
沖
原
鋳
造
方

に
つ
い
て
の
記
載
が
一
切
な
い
。『
防

長
回
天
史
』
で
さ
え
、
沖
原
鋳
造
方
に

つ
い
て
は
断
片
的
に
し
か
言
及
し
て
お

ら
ず
、
実
態
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で

あ
る
。
な
お
、
こ
こ
も
前
回
紹
介
し
た

青
海
郡
司
鋳
造
所
跡
と
同
様
、
萩
市

は
「
沖
原
鋳
砲
所
跡
」
と
し
て
周
知
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
指
定
し
て
い
る

が
、
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

沖
原
鋳
造
方
は
、
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）、
長
州
藩
の
鉄
砲
鍛か

じ

し
冶
師

で
あ
っ
た
荒あ

ら
ち
せ
い
ぞ
う

地
清
蔵
が
こ
の
地
を

拝
領
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ

―
沖
原
鋳
造
方
跡
ー

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

連
載
　
萩
の
産
業
遺
産
を
歩
く
（
六
）

郡
司
鋳
造
所
跡
に
勝
る
巨
砲

鋳
造
施
設

謎
の
多
い
沖
原
鋳
造
方
跡

る
。
荒
地
は
そ
の
前
年
の
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）、
藩
命
に
よ
り
江
戸
へ
行

き
、
洋
式
銃
の
技
術
を
学
ん
だ
後
、
江

戸
の
細
工
人
吉
之
助
ら
を
伴
い
萩
に

帰
っ
た
。
荒
地
は
こ
の
地
で
、
従
来
の

和
流
十じ

ゅ
う
も
ん
め
づ
つ

匁
筒
（
火
縄
銃
）
に
か
え
て

洋
式
の
ゲ
ベ
ー
ル
銃
の
製
造
を
行
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
沖
原
鋳
造
方
跡
を

現
地
調
査
し
た
大
橋
周
治
氏
は
、
設
備

の
規
模
か
ら
判
断
し
て
、
小
銃
よ
り
も

む
し
ろ
大
砲
を
製
造
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
た
（『
幕
末
明
治
製
鉄

論
』）。
現
に
「
鋳
造
方
」
と
い
う
名
称

を
見
る
と
、
鍛た

ん
ぞ
う造

が
主
で
あ
っ
た
小
銃

よ
り
も
鋳
造
が
主
で
あ
っ
た
大
砲
の
ほ

う
が
ふ
さ
わ
し
そ
う
で
あ
る
。
鍛
造
は

金
属
素
材
を
加
熱
し
、
ハ
ン
マ
ー
で
叩

い
て
成
形
し
靭じ

ん
せ
い性

を
与
え
る
加
工
法
の

こ
と
、
鋳
造
は
金
属
を
熔よ

う
か
い解
し
て
型
に

流
し
込
み
成
形
す
る
加
工
法
の
こ
と
で

あ
る
。

置
し
た
り
、
鋳
込
ん
だ
大
砲
を
取
り
出

し
た
り
す
る
た
め
の
出
入
り
口
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
。
円
錐
形
の
石
組
の
上
方

に
は
、
片
流
れ
屋
根
の
小
屋
が
六
つ
ほ

ど
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
在
来
技
術
の

踏た
た
ら鞴

と
甑こ

し
き
ろ炉

に
よ
っ
て
青
銅
を
熔
解
す

る
た
め
の
装
置
で
あ
る
。

次
に
、
円
錐
形
の
石
組
の
前
方
に

あ
る
水
路
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
水
路

の
中
央
に
水
車
小
屋
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。
な
ぜ
水
車
が
必
要
だ
っ
た
か
と
い

う
と
、
砲
身
に
砲ほ

う
こ
う腔

（
弾
を
発
射
す
る

穴
）
を
空
け
る
た
め
、
錐き

り

を
回
す
動
力

と
し
て
利
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。
水
量

が
豊
富
に
あ
る
阿
武
川
沿
い
だ
か
ら
こ

そ
、水
車
の
設
置
が
可
能
だ
っ
た
の
だ
。

実
は
水
車
が
あ
る
か
否
か
に
、
松

本
郡
司
鋳
造
所
と
沖
原
鋳
造
方
と
の
最

も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
前
者
で
は
砲

身
を
鋳
込
む
際
に
中な

か
ご子

（
芯
棒
）
を
使

用
し
て
い
た
た
め
、
最
初
か
ら
砲
腔
が

空
い
た
状
態
で
大
砲
が
造
ら
れ
た
。
後

者
で
は
砲
腔
が
空
い
て
い
な
い
状
態
の

砲
身
を
鋳
込
み
、
後
か
ら
錐
で
空
け
て

い
た
。
同
じ
在
来
技
術
（
和
の
技
術
）

を
利
用
し
た
巨
砲
（
洋
式
大
砲
）
の
鋳

造
で
も
、
中
子
を
使
用
す
る
と
気
泡
が

で
き
や
す
い
た
め
、
砲
弾
を
発
射
し
た

時
に
ヒ
ビ
割
れ
し
た
り
、
破
裂
し
た
り

す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
一
方
、
後
か

ら
錐
で
砲
腔
を
空
け
る
と
破
裂
し
な
い

確
率
が
格
段
に
あ
が
っ
た
。
こ
こ
に
、

長
州
藩
に
お
け
る
大
砲
製
造
技
術
の
進

歩
の
跡
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

模
型
写
真
に
み
る

沖
原
鋳
造
方
跡

石
組
の
断
片
が
、
か
す
か
に
残
さ
れ
て

い
る
。そ

こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、

萩
博
物
館
所
蔵
の
一
枚
の
古
写
真
で
あ

る
。
こ
の
写
真
は
、
か
つ
て
萩
市
立
椿

西
小
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
た
沖
原
鋳

造
方
模
型
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

だ
が
残
念
な
が
ら
、
こ
の
模
型
自
体
は

現
在
行
方
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
古
写

真
が
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
古
写
真
を
頼
り

に
鋳
造
方
の
設
備
を
確
か
め
て
み
よ

う
。
ま
ず
、
一
番
目
立
つ
の
は
、
中
央

や
や
左
寄
り
の
こ
ん
も
り
と
し
た
部
分

で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
、
大
砲
の

鋳
込
場
で
あ
る
。
石
が
円
錐
形
に
数
段

組
ま
れ
た
も
の
で
、
中
央
に
鋳
型
を
設

椿沖原の「鋳造方址」石碑

沖原鋳造方模型写真（萩博物館蔵）

写真左下側に「沖原鋳造方模型」という文字が見えるが、文字
が右から左へと書かれているため、昭和前期のものとみられる。
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５
月
上
旬
、
萩
の
ま
ち
じ
ゅ
う
に
夏

み
か
ん
の
花
が
咲
き
柑
橘
の
爽
や
か
な

香
り
が
広
が
る
こ
ろ
か
ら
、
萩
魚
市
場

で
は
脂
の
の
っ
た
お
い
し
い
イ
サ
キ
が

漁
獲
さ
れ
ま
す
。

「
麦
わ
ら
イ
サ
キ
」
と
い
う
呼
び
方

か
ら
一
般
的
に
は
夏
を
代
表
す
る
魚
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
萩
の
イ
サ
キ

の
水
揚
げ
は
５
月
か
ら
梅
雨
時
期
に
か

け
て
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

見
た
目
に
は
黒
と
茶
褐
色
の
縞
が

特
徴
的
な
魚
で
す
。
若
い
イ
サ
キ
ほ
ど

こ
の
縞
模
様
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま

す
。山

口
県
は
イ
サ
キ
の
漁
獲
量
が
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
萩
沖
は
主

な
漁
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産

省
海
面
漁
業
生
産
統
計
調
査
よ
り
平
成

28
年
都
道
府
県
別
イ
サ
キ
漁
獲
量
を
み

る
と
山
口
県
は
３
８
４
ト
ン
の
水
揚
げ

が
あ
り
、
長
崎
県
に
つ
い
で
全
国
２
位

で
す
。
県
内
で
は
萩
沖
を
含
む
日
本
海

側
の
北
浦
地
区
が
イ
サ
キ
生
産
量
の
最

大
の
漁
場
と
な
っ
て
お
り
、
市
町
村
別

の
統
計
を
み
て
も
萩
市
の
イ
サ
キ
漁
獲

量
は
過
去
５
年
全
国
10
位
以
内
。
全
国

有
数
の
イ
サ
キ
の
産
地
と
言
え
ま
す
。

平
成
27
年
か
ら
、
県
内
で
漁
獲
さ

れ
、
脂
質
10
％
以
上
が
見
込
ま
れ
、
重

さ
が
４
０
０
ｇ
以
上
の
基
準
を
満
た
す

イ
サ
キ
は
「
や
ま
ぐ
ち
の
い
さ
き
」
と

し
て
、
山
口
県
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
種
に
認

定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
萩
は

漁
場
と
市
場
が
近
い
こ
と
か
ら
、
鮮
度

を
保
っ
た
ま
ま
水
揚
げ
さ
れ
て
お
り
、

漁
獲
後
素
早
く
氷
を
う
ち
、
丁
寧
に
箱

詰
め
さ
れ
て
い
ま
す
。
丸
々
と
し
て
、

お
な
か
の
あ
た
り
ま
で
は
り
が
あ
り
よ

く
肥
え
た
イ
サ
キ
が
こ
の
時
期
萩
魚
市

場
に
ズ
ラ
リ
と
並
び
ま
す
。

新
鮮
で
旬
を
迎
え
た
イ
サ
キ
の
お

刺
身
は
絶
品
で
す
。
脂
が
し
っ
か
り
の

り
ほ
の
か
な
甘
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

身
は
淡
い
紅
色
で
弾
力
が
あ
り
、
こ

り
っ
と
し
つ
つ
も
や
わ
ら
か
な
食
感
で

す
。
イ
サ
キ
は
皮
を
つ
け
た
切
り
身
に

熱
湯
を
か
け
た
後
、
氷
水
で
冷
や
し
て

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
通
信

旬
の
お
魚
「
萩
の
イ
サ
キ
」

刺
身
を
ひ
く
「
霜
皮
造
り
」
が
お
勧
め

で
す
。
皮
と
身
の
間
に
イ
サ
キ
独
特
の

旨
み
が
あ
り
ま
す
。

上
品
で
ク
セ
の
な
い
白
身
の
魚
な

の
で
、
塩
焼
き
や
煮
つ
け
、
ム
ニ
エ
ル

な
ど
欧
風
料
理
に
も
向
い
て
い
ま
す
。

火
を
通
し
た
後
の
ふ
っ
く
ら
と
し
て
弾

力
の
あ
る
身
は
旨
み
た
っ
ぷ
り
で
す
。

夏
み
か
ん
の
花
が
香
る
萩
で
、
ぜ

ひ
旬
の
イ
サ
キ
も
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん「
萩
の
風
」

（
東
京
・
浅
草
）取
扱
商
品

シ
リ
ー
ズ

萩
の
逸
品
⑦

萩
市
の
特
色
あ
る
自
然
素
材
を

加
工
し
た
商
品
「
竹
す
だ
れ
」

　
「
萩
の
風
」
で
は
、
萩
市
に
あ
る
自

然
素
材
を
加
工
し
た
商
品
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
井
製せ

い
れ
ん簾

所

が
製
造
す
る
「
竹
す
だ
れ
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

萩
市
の
竹
は
良
質
な
こ
と
か
ら
、

竹
産
業
が
盛
ん
で
し
た
。
現
在
は
需
要

の
衰
退
等
に
よ
り
規
模
が
縮
小
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
竹
す
だ
れ
は
、
伝
統

技
法
を
守
り
続
け
、
製
作
工
程
す
べ
て

を
手
作
業
に
こ
だ
わ
り
、「
高
級
和
簾

（
す
だ
れ
）」
と
し
て
市
場
で
取
り
扱
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
丁
寧
に
作
り
込
ま
れ

た
簾
は
、
使
い
込
む
ほ
ど
色
あ
い
に
深

み
が
増
し
、
萩
市
の
竹
素
材
の
良
さ
も

あ
い
ま
っ
て
１
０
０
年
以
上
使
用
で
き

る
製
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。店
舗
で
は
、

簾
の
素
材
を
使
用
し
た
、
テ
ー
ブ
ル
セ

ン
タ
ー
や
コ
ー
ス
タ
ー
等
小
物
類
も
取

り
揃
え
て
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
す
だ
れ
の
特
徴
は
、
す
だ
れ

を
構
成
す
る
一
本
一
本
の
「
竹
ひ
ご
」

に
あ
り
ま
す
。
手
作
業
で
竹
の
表
面
を

削
っ
て
い
く
た
め
、
竹
の
節
の
部
分
が

盛
り
上
が
っ
た
形
状
の
ひ
ご
に
仕
上
が

り
、
組
み
上
げ
た
際
に
き
れ
い
な
模
様

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
す
だ
れ
を
編
み

こ
む
際
に
は
節
の
距
離
を
調
節
し
、
左

右
対
称
か
つ
一
定
の
枠
内
に
収
ま
る
よ

う
緻
密
に
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

制
作
し
て
い
る
平
井
恒
夫
さ
ん
（
84

歳
）
は
、
手
作
り
に
よ
る
優
れ
た
製
作

技
術
を
持
ち
、
平
成
17
年
に
山
口
県
優

秀
技
能
者
知
事
表
彰
を
受
賞
。
平
成
18

年
に
は
「
現
代
の
名
工
」
と
し
て
、
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
。
代
表
的
な

作
品
と
し
て
は
、
平
成
17
年
に
完
成
し

た
京
都
御
苑
内
の
迎
賓
館
か
ら
の
依
頼

で
、
35
枚
の
「
お
座
敷
す
だ
れ
」
を
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
平
井
製
簾
所

萩
市
大
井
５
０
２
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
３
８
・
２
８
・
０
１
０
８

■
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
「
萩
の
風
」

東
京
都
台
東
区
浅
草
２
︲
６
︲
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
・
５
８
２
８
・
５
０
５
５

高
級
和
す
だ
れ

使
い
込
む
ほ
ど
色
あ
い
に
深
み
が
増
し
、

１
０
０
年
以
上
使
用
で
き
る
製
品

イサキの霜皮造り

山
口
県
の
漁
獲
量
は
全
国
２
位

ブ
ラ
ン
ド
魚
種
に

お
刺
身
が
絶
品
、
霜
皮
造
り
が

お
勧
め

萩で水揚げされた
脂のりのよいイサキ

「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
ま
つ
り
」

　

瀬
つ
き
あ
じ
の
水
揚
げ
即
売
、
瀬

つ
き
あ
じ
握
り
寿
司
無
料
試
食
、
瀬

つ
き
あ
じ
一
夜
干
し
無
料
試
食
、
水

産
加
工
品
な
ど
特
産
品
販
売
ほ
か
。

７
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

１
時
（
予
定
）

山
口
県
萩
地
方
卸
売
市
場
・
道
の
駅

萩
し
ー
ま
ー
と

（
０
８
３
８
・
２
４
・
４
９
３
７
）
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報
をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

同窓会・同郷会だより ください！

情報

　関西・東海圏在住の阿武町出身者で組織する、同郷会「関西・東海ふる
さと阿武町会」の第２回大会が１月20日、大阪府内で開催され、55名が
出席しました。「東京ふるさと阿武町会」に続き、都市住民との交流強化
を図るため設立され、今年で２年目を迎えます。
　大会では会長の伊藤孝さん（宇田浦出身）があいさつ。来賓の花田町
長は山陰道の進捗や県道益田阿武線の改良について報告しました。懇
親会では参加者の自己紹介や近況報告、最後には３地区の出身中学の
校歌を生ギターの伴奏で斉唱するなど、旧交を温めて大いに盛り上が
りました。  

阿武町まちづくり推進課

パンダリア（大阪府）

関西・東海ふるさと阿武町会
1月20日

　今回は六本木の毛利庭園、テレビ朝日、六本木ヒルズ、
東京ミッドタウン、檜町公園を訪ねました。ここは昔、
萩藩毛利家の下屋敷と周防毛利家の中屋敷があったと
ころです。３万6800坪もの屋敷跡は、今では超巨大ビ
ルが建ち、近代的な商業施設と情報の発信基地に変貌
していますが、毛利庭園と檜町公園には当時の面影が
残っています。毛利家の権勢を知ることができた同期
会となりました。

　　　　坪井良子（東京都在住）

阿波尾鳥（東京都）

萩商工高商業科昭和38
年卒同期会（関東38会）

3月18日会員投稿会員投稿

至
誠
館
大
学
長
に
野
村
前
市
長

「
松
陰
研
究
所
」
を
開
設

　

萩
市
椿
東
の
至
誠
館
大
学
の
新
た
な

学
長
に
４
月
１
日
、
野
村
興
兒
・
前
萩

市
長
が
就
任
し
た
。
任
期
は
４
年
間
。

　

野
村
前
市
長
（
73
歳
）
は
、
合
併
前

の
１
９
９
３
年
10
月
か
ら
２
０
１
７
年

３
月
ま
で
萩
市
長
を
務
め
、
市
長
在
任

中
か
ら
学
校
法
人
萩
至
誠
館
理
事
に
就

任
す
る
な
ど
大
学
運
営
に
関
わ
り
、
昨

年
10
月
か
ら
は
非
常
勤
講
師
を
し
て
い

た
。

　

就
任
記
者
会
見
で
、
学
内
に
「
吉
田

松
陰
研
究
所
」
を
開
設
す
る
こ
と
な
ど

を
発
表
し
た
。
県
内
外
の
研
究
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
研
究
誌
の
発

行
、
関
連
資
料
な
ど
を
進
め
る
。「
松

陰
先
生
の
多
面
的
な
評
価
を
す
る
た
め
、

研
究
の
拠
点
を
作
り
た
い
。
今
の
世
代

の
責
任
と
し
て
、
世
代
を
超
え
て
研
究

を
継
承
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

今
年
４
月
の
入
学
者
は
、
萩
キ
ャ
ン

パ
ス
が
68
人
、
留
学
生
が
占
め
る
東
京

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
が
２
４
０
人
。

　
「
地
方
創
生
の
原
点
は
教
育
だ
と
思

う
。
大
学
の
果
た
す
役
割
が
あ
る
の
で

は
。
萩
の
自
宅
か
ら
、
家
業
を
手
伝
い

な
が
ら
通
え
る
よ
う
な
学
生
を
増
や
せ

る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
話
し
、
萩
光

塩
学
院
と
協
定
を
結
ぶ
な
ど
萩
市
内
高

校
と
の
連
携
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
発

表
し
た
。

■
至
誠
館
大
学

　

至
誠
館
大
学
の
前
身
は
、
１
９
６
７

（
昭
和
42
）
年
萩
市
に
開
学
し
た
萩
女

子
短
期
大
学
で
あ
り
、
母
体
は
、
山
口

県
北
部
お
よ
び
島
根
県
西
部
に
お
け

る
唯
一
の
４
年
制
私
立
大
学
と
し
て

１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
に
開
学
し
た

萩
国
際
大
学
。
２
０
０
７
（
平
成
19
）

年
に
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
系
学
部
を

増
設
し
て
山
口
福
祉
文
化
大
学
と
名
称

変
更
。
08
年
に
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
東

京
に
設
置
。

　

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
4
月
、
幕

末
の
萩
の
教
育
者
吉
田
松
陰
が
座
右
の

銘
と
し
て
い
た
「
至
誠
」
を
と
っ
て
至

誠
館
大
学
に
改
称
し
た
。
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
学
部
の
１
学
部
１
学
科
。
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市
中
心
部
か
ら
車
で
30
分
ほ
ど
の

山
田
の
山
間
部
に
あ
る
木
間
小
・
中

学
校
の
閉
校
式
が
３
月
18
日
に
行
わ

れ
、
卒
業
生
や
保
護
者
約
２
２
０
人

が
集
ま
っ
た
。
閉
校
式
で
は
、
最
後

の
卒
業
生
と
な
る
４
人
が
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
こ
の
日
の
た
め
に
教
師
が

作
っ
た
歌
を
全
員
が
熱
唱
し
、
思
い

出
の
詰
ま
っ
た
母
校
と
の
別
れ
を
惜

し
ん
だ
。

　

明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
に
玉
江

小
学
校
木
間
分
校
と
し
て
開
校
。
昭

和
22
（
１
９
４
７
）
年
に
木
間
小
学

校
と
な
り
、
翌
年
に
中
学
校
が
開
校

し
た
。

木
間
小
中
学
校　

閉
校
式

        

１
３
５
年
の
歴
史
に
幕　

木間小・中学校閉校式

学
校
だ
よ
り

「自主・敬愛・剛健」閉校記念碑

　

ピ
ー
ク
の
昭
和
34
年
度
に
は
児
童
・

生
徒
数
は
１
３
４
人
を
数
え
た
が
、
地

域
の
少
子
化
が
進
み
、
平
成
29
年
度

は
小
学
６
年
１
人
、
中
学
３
年
が
３
人

だ
け
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
小
学
校

１
０
８
５
人
、
中
学
校
４
８
５
人
の
卒

業
生
が
巣
立
っ
た
。

　

４
月
か
ら
木
間
地
区
の
校
区
は
約
14

㌔
離
れ
た
白
水
小
学
校
と
約
15
㌔
離
れ

た
萩
西
中
学
校
に
な
る
。
閉
校
後
の
校

舎
や
体
育
館
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

   

　

３
月
１
日
に
奈
古
高
校
卒
業
式
及
び

継
承
式
が
行
わ
れ
、
25
人
の
生
徒
が
新

た
な
旅
立
ち
を
迎
え
ま
し
た
。

　

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
に
、
農
業

の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
実
業

高
校
（
農
業
科
、
家
庭
科
）
と
し
て

創
立
。
地
域
の
大
き
な
期
待
の
も
と
、

９
４
３
３
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
奈

古
高
校
の
70
年
の
歴
史
が
、
萩
高
校
奈

古
分
校
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
代
表
送
辞
で
は
卒
業
生
と
の

思
い
出
や
感
謝
と
と
も
に
「
先
輩
方
の

姿
を
心
に
刻
み
、
奈
古
高
校
の
伝
統
を

私
た
ち
が
継
承
し
ま
す
」
と
い
う
決
意

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

継
承
式
で
は
、
卒
業
生
の
代
表
が
奈

古
高
校
の
校
旗
を
萩
高
校
奈
古
分
校
総

合
学
科
２
年
生
に
手
渡
し
、
校
旗
の
継

承
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
は
校
歌
を
歌

い
、
奈
古
高
校
70
年
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。

　

少
子
化
の
今
日
、
日
本
全
国
で
学
校

の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
奈

古
高
校
が
廃
校
で
は
な
く
、
継
承
さ
れ

萩
高
校
の
分
校
と
し
て
町
内
に
存
続
す

る
こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま
す

奈
古
高
校
70
年
の
歴
史
が
萩
高
校
奈
古
分
校
に
引
き
継
が
れ
る

阿
武
町
だ
よ
り

奈古高校継承式

　

昨
年
５
月
に
就
任
し
た
花
田
憲
彦
町

長
に
と
っ
て
初
の
本
格
的
な
予
算
編
成

で
、
定
住
対
策
に
重
点
を
置
い
た
。
一

般
会
計
は
27
億
２
３
０
０
万
円
。
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
面
で
の
定
住
対
策
と
し
て
、

大
き
く
４
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
目
は
お
試
し
住
宅
。
短
期
間
滞

在
し
て
「
地
域
を
知
り
、
暮
ら
し
を
体

験
す
る
」
移
住
体
験
滞
在
施
設
を
新
た

に
１
戸
取
得
し
、
移
住
を
考
え
て
い
る

方
へ
お
試
し
住
宅
と
し
て
利
用
し
て
も

ら
え
ま
す
。

　

二
つ
目
は
一
般
住
宅
の
建
築
。
若
い

世
代
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
旧
奈

阿
武
町
の
新
年
度
予
算

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
定
住
対
策
に
重
点

古
高
校
教
職
員
住
宅
跡
地
に
定
住
促
進

用
の
住
宅
１
棟
４
戸
を
建
築
し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
分
譲
宅
地
の
造
成
。
若
者

等
の
定
住
条
件
を
充
足
す
る
た
め
の
受

け
皿
と
な
る
快
適
な
住
環
境
の
整
備
を

目
指
し
、
29
区
画
の
柳
橋
分
譲
宅
地
を

整
備
し
、
今
年
秋
頃
に
売
り
出
し
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

　

四
つ
目
は
「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
開
所
。
移
住
定
住
及
び
地

域
住
民
等
の
交
流
促
進
を
図
る
た
め
、

平
成
29
年
度
に
Ｄ
Ｉ
Ｙ
等
で
整
備
し
た

旧
奈
古
薬
局
を
、
新
た
に
「
阿
武
町
暮

ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
開
所
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
に
は
専
任
の
集
落

支
援
員
１
名
を
配
置
し
ま
す
。

阿武小学校前の柳橋分譲宅地（今年秋頃から売出開始、
坪当たり３～ 3.3 万円、全 29 区画
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ス
タ
ワ
ー
13
階

大
阪
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン

（
０
６
・
６
３
４
８
・
９
６
９
８
）

■
つ
ば
き
会
広
島
支
部

　

広
島
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

７
月
14
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～

広
島
市
南
区
金
屋
町
１
︲
17

ワ
ー
ク
ピ
ア
広
島（
旧
広
島
労
働
会
館
）

（
０
８
０
･
６
３
３
２
･
１
１
５
９
）

土
佐
岡

■
広
島
指
月
会

　

広
島
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

８
月
４
日
（
土
）
午
後
３
時
～

広
島
市
南
区
的
場
（
広
島
駅
か
ら
徒
歩

５
分
）

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

（
０
９
０
・
４
６
５
９
・
２
１
６
４
）北
束

■「
山
口
伝
統
工
芸
新
作
展（
選
抜
展
）」

　

岡
田
泰
（
萩
市
）
の
作
品
が
入
選
し

ま
し
た
。

５
月
１
日
（
火
）
～
７
日
（
月
）

広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27

そ
ご
う
広
島
店　

美
術
画
廊

（
０
８
２
･
２
２
５
･
２
１
１
１
）

■
「
三
輪
和
彦　

立
ち
立
つ
白
展
」

　

三
輪
和
彦
の
個
展
。

５
月
23
日
（
水
）
～
28
日
（
月
）

広
島
県
福
山
市
元
町
１
︲
１

福
山
天
満
屋

（
０
８
４
・
９
２
７
・
２
５
２
１
）

■
つ
ば
き
会
山
口
支
部

　

山
口
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
「
光
友
会
」

　

関
東
地
区
の
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
。

６
月
10
日
（
日
）
正
午
～

東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
南
５
︲
11
︲
35

メ
ル
セ
ス
会
管
区
修
道
院
（
Ｊ
Ｒ
中
野

駅
南
口
下
車
）

（
０
９
０
・
４
０
７
７
・
９
４
９
０
）安
藤

■
ふ
る
さ
と
萩
・
小
川
会

　

田
万
川
地
域
小
川
出
身
者
の
関
東
地

区
同
郷
会
。

６
月
24
日
（
日
）
正
午
～
午
後
３
時

東
京
都
品
川
区
大
崎
１
︲
６
︲
２

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

（
Ｊ
Ｒ
大
崎
駅
東
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

（
０
９
０
・
９
６
７
３
・
２
２
９
６
）佐
伯

■
下
瀬
信
雄
写
真
展

「
蛇
目
舞
（jam

ais  vu

）」

　

ジ
ャ
メ
ヴ
は
未
視
感
と
訳
さ
れ
、
見

知
っ
た
光
景
な
の
に
初
め
て
の
よ
う
に

見
え
る
感
覚
を
表
す
言
葉
。
カ
ラ
ー
作

品
50
点
を
展
示
。

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
東
地
区

５
月
30
日
（
水
）
～
６
月
５
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

東
京
都
中
央
区
銀
座
７
︲
10
︲
１

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ａ　

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
１
階

銀
座
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン

（
０
３
・
５
５
３
７
・
１
４
６
９
）

■
「
萩
・
代
代
〜
萩
五
人　

茶
盌
・
水

差
展
（
仮
）」

　

玉
村
信
一
、
波
多
野
英
生
、
兼
田
知

明
、
岡
田
泰
、
吉
野
桃
季
の
作
陶
展
。

５
月
31
日
（
木
）
～
６
月
６
日
（
水
）

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１
︲
１
︲
４

京
王
百
貨
店
新
宿
店　

第
一
画
廊

（
０
３
・
３
３
４
２
・
２
１
１
１
）

■
「
萩　

次
世
代
の
陶
」

　

岡
田
泰
、
坂
悠
太
ほ
か
５
名
の
作
陶

展
。

７
月
11
日
（
水
）
～
17
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
４
︲
１

日
本
橋
高
島
屋

（
０
３
・
３
２
１
１
・
４
１
１
１
）

■
東
海
指
月
会

　

東
海
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

６
月
10
日
（
日
）
正
午
～
午
後
２
時

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
（
名
古
屋
駅

前
通
り
ユ
ニ
モ
ー
ル
地
下
街
11
番
出

口
）

名
古
屋
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
３
階　

亀

の
間

（
０
５
６
６
･
９
９
４
･
０
６
９
）吉
岡

■
つ
ば
き
会
関
西
支
部

　

関
西
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

６
月
16
日
（
土
）
正
午
～
午
後
３
時

大
阪
市
中
央
区
天
満
橋
京
町
（
地
下
鉄

天
満
橋
駅
下
車
）

大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
３
階
錦
城
閣

（
０
６
･
６
３
８
９
･
１
５
４
７
）烏
田

■
関
西
山
峡
（
や
ま
な
み
）
会

　

旧
旭
村
・
川
上
村
の
同
郷
会
。

６
月
24
日（
日
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

大
阪
市
都
島
区
網
島
町
（
Ｊ
Ｒ
東
西
線

大
阪
城
北
詰
駅
か
ら
徒
歩
１
分
）

太
閤
園

（
０
７
４
２
･
４
１
･
２
０
２
３
）青
水

■
萩
商
工
商
業
科
38
年
卒
同
期
会

５
月
16
日
（
水
）
午
後
５
時
～

大
阪
市
都
島
区
東
野
田
町
２
︲
１
︲
38

ホ
テ
ル
京
阪　

京
橋
グ
ラ
ン
デ

（
０
９
０
・
５
０
６
４
・
１
４
８
９
）横
山

■
「
萩　

次
世
代
の
陶
」

　

岡
田
泰
、
坂
悠
太
ほ
か
５
名
の
作
陶

展
。

６
月
13
日
（
水
）
～
19
日
（
火
）

京
都
市
下
京
区
四
条
通
河
原
町
西
入
真

町
52

京
都
高
島
屋

（
０
７
５
・
２
２
１
・
８
８
２
１
）

■
下
瀬
信
雄
写
真
展

「
蛇
目
舞
（jam

ais  vu

）」

６
月
28
日
（
木
）
～
７
月
４
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

大
阪
市
北
区
梅
田
２
︲
２
︲
２

ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
・
オ
フ
ィ

東
海
地
区

関
西
地
区

中
国
地
区

山
口
県
関
係
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・
３
月
に
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

を
訪
問
。
何
が
世
界
中
か
ら
観
光
客
を

惹
き
つ
け
る
の
か
。
そ
れ
は
街
じ
ゅ
う

が
美
術
館
（
街
並
み
・
建
築
・
彫
刻
な

ど
）。
一
方
、２
０
０
４
年
か
ら
始
ま
っ

た
萩
市
の
「
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
は

観
光
目
的
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
が

今
後
の
課
題
だ
ろ
う
、
と
思
う
。

・
昨
年
３
月
の
24
年
続
い
た
萩
市
長
の

交
代
に
続
き
、
今
年
３
月
に
は
民
間
の

リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
あ
り
18
年
続
い

た
萩
商
工
会
議
所
会
頭
が
辞
任
。
４
月

22
日
の
萩
市
議
選
で
定
数
20
人
の
う
ち

新
人
が
５
人
当
選
な
ど
、
萩
市
で
も
世

代
交
代
が
静
か
に
続
い
て
い
る
。

（
広
報
特
別
参
与　

山
本
章
三
）

編
集
後
記

６
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
～

山
口
市
湯
田
温
泉
４
︲
５
︲
２

ホ
テ
ル
か
め
福　

１
階
梅
鉢

（
０
８
３
･
９
３
２
･
３
５
９
９
）中
嶋

■
「
山
口
県
指
定
有
形
文
化
財　

吉
田

松
陰
関
係
資
料
」
展
（
全
8
期
）

４
月
17
日（
火
）～
12
月
24
日（
月
・
休
）

山
口
市
春
日
町
８
︲
２

山
口
県
立
山
口
博
物
館

（
０
８
３
・
９
２
２
・
０
２
９
４
）

■
道
の
駅
「
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
」
オ
ー

プ
ン

　

長
門
市
初
の
道
の
駅
が
４
月
20
日
に

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。
直
売
所
や
レ
ス

ト
ラ
ン
は
昨
年
10
月
に
開
業
。
午
前
９

時
～
午
後
６
時
営
業
、
年
中
無
休
。

長
門
市
仙
崎
４
２
９
７
︲
１

セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン

（
０
８
３
７
・
２
７
・
０
３
０
０
）

　

敷
地
内
に
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
も
４
月
７

日
に
開
館
。
木
曜
日
休
館
。
午
前
10

時
～
午
後
４
時
。
１
歳
～
小
学
生
は

５
０
０
円
、
中
学
生
以
上
は
７
０
０
円
。

長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館

（
０
８
３
７
・
２
７
・
０
３
３
７
）

■「
山
口
伝
統
工
芸
展2018

巡
回
展
」

　

岡
田
泰
（
萩
市
）
の
作
品
が
入
選
。

５
月
16
日
（
水
）
～
21
日
（
月
）

下
関
市
竹
崎
町
４
︲
４
︲
10

下
関
大
丸
７
階
文
化
ホ
ー
ル

（
０
８
３
･
２
３
２
･
１
１
１
１
）

■
「
次
代
を
担
う　

第
５
回
萩
焼
精
鋭

作
家
８
人
展
」

　

萩
市
の
野
坂
和
左
、
岡
田
泰
、
松
野

創
平
、
坂
悠
太
ほ
か
の
作
陶
展
。

５
月
23
日
（
水
）
～
28
日
（
月
）

宇
部
市
常
盤
町
１
︲
６
︲
30

宇
部
井
筒
屋
４
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

（
０
８
３
６
・
３
５
・
８
１
０
０
）

■
周
南
「
絆
」
映
画
祭

　

萩
市
な
ど
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
「
八

重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」な
ど
を
上
映
。佐
々

部
清
監
督
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。

６
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）

周
南
市
銀
座
２
︲
18　

２
階

シ
ネ
マ
・
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
、
テ
ア
ト
ル
徳

山
I 

（
０
７
０
・
７
５
６
０
・
６
９
３
０
）
実

行
委
員
会
事
務
局

■
「
吉
田
松
陰
の
尊
皇
攘
夷
思
想
―
明

治
維
新
へ
の
序
奏
」
展

４
月
21
日
（
土
）
～
平
成
31
年
４
月
８

日
（
月
）

萩
市
椿
東
１
５
３
７

松
陰
神
社
宝
物
殿　

至
誠
館

（
０
８
３
８
・
２
４
・
１
０
２
８
）

■
「
山
田
み
の
る　

個
展
」

　

山
口
県
文
化
功
労
賞
受
賞
を
記
念
し

た
個
展
。
萩
市
越
ヶ
浜
在
住
。

５
月
２
日
（
水
）
～
６
日
（
日
）

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
３
４
）

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
「
サ
イ
ラ
ス
・
チ
ェ
ス

ナ
ッ
ト
」

　

現
代
ジ
ャ
ズ
界
を
代
表
す
る
巨
匠
サ

イ
ラ
ス
・
チ
ェ
ス
ナ
ッ
ト（
ピ
ア
ノ
）、中

村
健
吾（
ベ
ー
ス
）に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

５
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
～
／
午
後

８
時
（
入
替
）

８
０
０
０
円
（
各
回
）

萩
市
土
原
２
９
１
︲
１

喫
茶
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
女
流
陶
芸
家
三
人
展
in
猫
寺

「
こ
ね
こ
ね
こ
展
」

　

止
原
理
美
（
山
田
）、伊
藤
眞
波
（
福

井
下
）、森
野
悦
子
（
豊
浦
町
）
の
作
品
。

５
月
24
日
（
木
）
～
31
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時（
最
終
日
４
時
）

萩
市
吉
部
上
２
４
８
９

雲
林
寺　

駐
車
場
側
の
別
棟

（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
３
０
７
）

■
第
15
回
萩
の
和
船
大
競
漕
〜
お
し
く

ら
ご
う
〜

　

玉
江
浦
地
区
に
藩
政
時
代
か
ら
約

３
０
０
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
い

る
和
船
競
漕
「
お
し
く
ら
ご
う
」
や
、

公
募
参
加
に
よ
る
中
学
生
・
一
般
の
部

の
和
船
競
漕
を
開
催
す
る
。

６
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
１

時萩
市
玉
江
浦（
橋
本
川
下
流
域
河
川
敷
・

常
盤
橋
～
玉
江
橋
間
）

（
０
８
３
８
・
２
５
・
４
１
９
５
）

■
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ「
気
と
骨
」ス
ペ
シ
ャ

ル
「
入
江
一
子
さ
ん
」

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
テ
ー
マ
に
50
年
に

わ
た
る
創
作
と
冒
険
の
旅
。
１
０
１
歳

の
洋
画
家
入
江
一
子
さ
ん
が
語
る
映
像

と
冊
子
で
１
０
０
年
の
歩
み
を
辿
る
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ
（
約
30
分
）
＋
カ
ラ
ー

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

定
価　

１
５
０
０
円
（
税
込
）

申
込　

倫
理
研
究
所
販
売
係

（
０
３
・
３
２
６
４
・
２
４
４
６
）

■
４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
も
萩
市
の
固

定
資
産
税
等
が
納
付
で
き
ま
す

　

萩
市
で
は
４
月
か
ら
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
税
金
や
保
険
料

な
ど
の
納
付
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
た
。
萩
市
外
に
在
住
の
方
も
固
定
資

産
税
を
、
日
本
全
国
ど
こ
で
も
手
数
料

な
し
で
24
時
間
納
付
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
収
納
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
７
５
）

萩
市
関
係

出
版
情
報

お
知
ら
せ

本
田
正
勝　
　
　
　
　
（
大
阪
府
堺
市
）

山
本
貞
壽　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

杉
原
武
祐　
　
　
（
福
島
県
須
賀
川
市
）

久
賀
健
治　
　
　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

山
田
み
の
る　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

井
上　

勝　
　
　
　
　
　
　
（
神
戸
市
）

横
田
和
美　
　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

坂
本　

恵　
　
　
　
（
兵
庫
県
西
宮
市
）

　
　
（
2
月
21
日
～
4
月
20
日　

8
人
）

■
「
本
因
坊
戦
７
番
勝
負
第
一
局
萩
対

局
」

　

囲
碁
界
の
七
大
タ
イ
ト
ル
戦
で
最
も

伝
統
あ
る
本
因
坊
戦
が
萩
市
で
初
め
て

開
催
。
国
民
栄
誉
賞
受
賞
の
井
山
裕
太

九
段
が
挑
戦
者
と
対
局
。

５
月
15
日
（
火
）・
16
日
（
水
）
午
前

９
時
～

萩
・
明
倫
学
舎

■
「
旧
萩
藩
校
明
倫
館
有
備
館
・
剣
道

大
会
」

６
月
23
日
（
土
）
午
後
12
時
30
分
～

旧
萩
藩
校
明
倫
館
有
備
館

　

薩
長
土
肥
剣
道
練
成
塾
、
記
念
講
演

会
、
少
年
剣
士
と
の
練
成
会
。

６
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
～

萩
市
民
体
育
館

高
杉
晋
作
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
２
）

萩
・
明
治
維
新
１
５
０
年
祭　
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全国のネットワーク会員に、年6回隔月で郵送
発行月　1・3・5・7・9・11月号

（1994年10月創刊）
会費　一般2,000円、特別賛助10,000円
会員数　1,700人

ふるさと情報紙「萩ネットワーク」
萩ネットワーク協会　☎0838・25・3178

「浮世絵最強列伝～江戸の名品
勢ぞろい」展

夏期特別展「深海魚大行進」

「萩博 美のイッピン！」展（第１期）」　

　新収蔵庫の完成を記念して、これまで寄贈・寄託いただいた貴
重な資料の中から「美」をテーマとして、初公開を含めた作品を
公開。江戸時代から現代の歴史に息づく「美」のイッピンたち。

■観覧料
一般 510 円
高校・大学生 310 円
小・中学生 100 円
■休館日
なし（年中無休）

　米国の美術品コレクター、リー・ダークス氏（サンタフェ）が
収集した浮世絵166 点を紹介する。世界を魅了し続ける葛飾北
斎、歌川広重らのキラ星の如く並ぶ浮世絵の名品。
■開館時間　毎週金曜日は午後７時まで（通常は午後５時まで）
■観覧料　一般1,000 円、70 歳以上、学生800 円、18 歳以下
は無料
■休館日　５月14 日（月）
※一部展示替えあり。
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▷葛飾北斎「風流なくてなゝくせ遠眼鏡」
©Lee E. Dirks Collection

６月23 日（土）～９月２日（日）
　東京海洋大学の協力により国内有数の深海魚展を開催。

雲谷等璠「花鳥図屏風」（左隻）

「山東のやきものを楽しむ」展
６月５日（火）～７月16 日（月・祝）
　山口県・山東省の友好協定35 周年を記念して開催。

■申し込み　一般社団法人萩ものがたり　☎ 0838-25-3233

58 井上勝
　「長州ファイブ」から「鉄道の父」へ57 明治維新の変革過程

三
み や け

宅紹
つ ぐ の ぶ

宣（広島大学名誉教授）
定価720円（税込）A5版 80ページ

　明治維新は、小さな勢力が巨大な幕
藩権力に立ち向かい、やがてこれを倒
して近代国家を樹立した壮大な変革過
程である。この変革過程を、政治激動
のみならず、底流に流れる民衆の動き
を重視し、19 世紀の国際的環境のも
とで、どのようにして独立を保つ近代
国家を作ったかを明らかにする。

老
おいかわ

川慶
よ し の ぶ

喜（立教大学名誉教授）
定価720円（税込） A5版 82ページ　

　1863（文久 3）年、「長州ファイブ」
の一人として「生きた器械」となるべ
く英国ロンドンに渡った井上勝は、鉄
道と鉱山を学んで明治維新後に帰国
し、鉄道の拡張と普及に大きな足跡を
残し、「鉄道の父」と呼ばれた。井上
勝の波乱にみちた生涯をわかりやすく
解説した。

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
出
版

ブックレットシリーズ萩ものがたり

萩への立ち寄り観光スケジュール
トワイライトエクスプレス瑞風

5 月 13 日（日）、6 月 10 日（日）
7 月 22 日（日）、29 日（日）
 8:40　東萩駅到着／ 12:08　萩駅出発（予定）

４月14日（土）～6月3日（日）

４月28日（土）～5月27日（日）

萩の風物詩「シロウオ漁」

▽葛飾北斎「冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏」
©Lee E. Dirks Collection

　松本川下流域での早春の風
物詩。今シーズンは不漁なが
ら、四つ手網の伝統的な方法
で、毎年2月～4月上旬の産卵
の時期に合わせて行う。

写真／坂本基（堀内）

5月1日（火）〜5月5日（土・祝） 9:00～17:30
◇萩焼まつり
5月3日（木・祝）・4日（金・祝） 10:00～15:00
◇萩・大茶会
5月12日㊏〜5月13日㊐ 10:00～16:00
◇萩・夏みかんまつり

5月12日㊏〜20日㊐
◇萩オープンガーデン
5月20日㊐ 9:00～15:00
◇浜崎伝建おたから博物館
6月3日㊏ 17:30～22:00
◇ホタルまつり in やまだ
6月4日㊐ 9:00～13:00
◇萩の和船大競漕 おしくらごう
　

萩市観光協会　☎0838・25・1750
ン ト カ レ ン ダ −べイ

かんきつ公園、旧田中別邸

浜崎本町筋周辺

市内 25 カ所の庭園

玉江浦（橋本川下流）

山田天神橋周辺

萩市民体育館

萩城跡指月公園ほか


